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 大規模複素対称行列 A，及び複数本の右辺ベクトル Bをもつ連立一次方程式 AX = Bを解
くことを考える．このような連立一次方程式は，周回積分に基づく並列固有値解法である
Sakurai-Sugiura法[2]などで現れ，連立一次方程式の求解時間が同法の計算時間の大半を占め
ることから，高速求解法が必要とされている． 
 複数本の右辺ベクトルをもつ連立一次方程式に対する反復解法として，Block Krylov部分
空間反復法がある．同法で複数本の右辺ベクトルをもつ方程式をまとめて解くことで，1本
ずつ Krylov 部分空間反復法で解いた場合よりも少ない反復回数で近似解が得られることが
ある．複素対称行列用の Krylov部分空間反復法として COCG法[3]があり，複数右辺ベクト
ル用に拡張した Block COCG法も容易に導くことができる． 
 右辺ベクトル数が多い場合は，Block Krylov部分空間反復法で求解することでより少ない
反復回数で近似解が得られる可能性がある一方で，数値的不安定性の影響で残差が発散し，
近似解が得られない場合もある．Block解法における数値的不安定性は，計算過程で現れる
長方行列を構成する列ベクトルの線形独立性が失われることが原因で発生する．文献[1]で
は Block版の共役勾配法において，計算過程でベクトルの直交化を施すことで数値的不安定
性を抑制できることが示されている． 
 本発表では，Block COCG法に対して直交化を施すことで安定化したアルゴリズムを示し，
その性能を評価する．また，並列固有値解法 Sakurai-Sugiura法に対して Block Krylov部分空
間反復法を適用することで，Krylov 部分空間反復法で求解した場合よりも高速に固有対の
計算ができることを示す． 
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